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1. 橋北地区 内水対策検討範囲
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：内水対策検討範囲
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昭和47年7月豪雨
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前）

許容湛水位=T.P.+1.30m

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0 6 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66 72 78 84 90 96

水
位

（
T
.P

. 
m

）
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

雨
量

（
㎜

）

雨量 四十間堀川水位 上追子川水位 北田川水位
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大橋川水位（末次P場地点）

大橋川水位（上追子P場地点）

朝酌川水位（北田川水門地点）

雨量

⇒ 内水位が許容湛水位（T.P.+1.30m）以上となる
⇒ 床上浸水被害発生

2. 橋北地区 内水対策前
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床上浸水被害発生

内水対策前 最大浸水深図

昭和47年7月豪雨（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前、現況ポンプ）

農地

農地

グラウンド

凡例（最大湛水深）

：0～0.5m未満の区域（床下浸水）

：0.5～1.0m未満の区域（床上浸水）



昭和47年7月豪雨
（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前　内水排除Ｐ5m3/s追加）

許容湛水位=T.P.+1.30m
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⇒ 内水位は許容湛水位(T.P.+1.30m）に達しない
⇒ 床上浸水被害解消

雨量
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3. 橋北地区 内水対策後 （既存ポンプ＋5m3/s追加した場合）
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内水対策後 最大浸水深図

昭和47年7月豪雨（ダム・放水路建設後、大橋川築堤護岸・水門整備後、朝酌川改修前、現況ポンプ＋5m3/s）

※床下浸水が解消されない地区
については、別途２次内水対策
を検討する

凡例（最大湛水深）

：0～0.5m未満の区域（床下浸水）

：0.5～1.0m未満の区域（床上浸水）

農地

農地

床上浸水被害解消
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4. 橋南地区 内水対策検討範囲

天神川呑口部水門(計画)

天神川河口部水門(計画)

権太夫川河口部水門(計画)

内水対策検討範囲

：天神川流域

：下水道雨水排水区域
（大橋川へ直接流下）



⇒呑口部水門を閉め、外水の流入を防ぐことにより、内水位は許容湛水位(T.P.+1.40m）に達しない
⇒床上浸水 0戸

天神川呑口部（宍道湖側） 天神川吐口部（大橋川側）

水門操作水位 T.P.+1.20m

許容湛水位T.P.+1.40m

5. 橋南地区 内水対策検討結果
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※床下浸水が解消されない地区については、
別途２次内水対策を検討する解析結果（最大浸水深図）
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天神川
宍道湖

大橋川・中海

T.P.+1.20mで閉
▽天神川水位①

天神川水位②▽

昭和47年7月豪雨（ダム・放水路完成後、大橋川築堤護岸・水門整備後）



6. 今後の予定

【松江市街地治水対策検討委員会

（有識者＋住民代表＋行政）】

• 内水対策、朝酌川水系河道計画等各計画案について説明

• 総合的な治水対策について、様々な分野から検討する

第１回検討会 平成20年8月26日

第２回検討会 平成20年11月18日

• 解析結果の報告
• 内水対策（素案）の提案

第３回検討会 平成21年7月1日

• 内水対策（案）の提案
• 朝酌川水系河道計画（素案）の説明

第４回検討会 平成21年10～11月

【内水対策検討会（行政＋学識経験者）】

内水対策（案）提案

治水対策（案）策定

宍道湖東域〔朝酌川流域〕河川整備計画（県策定）

下水道（雨水排水）計画（松江市策定）
朝酌川水系河道計画（素案）の検討
内水排除ポンプの設置箇所選定
統合型氾濫モデルによる橋南地区内水解析
下水道（雨水排水）計画の検討
流域貯留浸透対策の検討
二次内水対策の検討

反 映
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① 第４回内水対策検討会までに、朝酌川水系河道計画（素案）の検討、内水排除ポンプ設置箇所
の選定、二次内水対策等について検討し、「松江市街地内水対策（案）」を提案します。

② 住民の代表の方にも参加していただき、内水対策（案）も踏まえ、松江市街地の治水対策を様々
な見地から検討するため、「松江市街地治水対策検討委員会」を立ち上げ、「 松江市街地治水
対策（案）」を策定します。

③ 「松江市街地治水対策（案）」については、河川整備計画等に反映させていきます。



7. 検討会構成員

国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所

島根県

土木部河川課 【事務局】

土木部斐伊川・神戸川対策課

土木部下水道推進課

松江県土整備事務所

松江市

政策部大橋川治水事業推進課

産業経済部農林課

建設部下水道工務課

建設部河川課

学識経験者
(ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞー )

広島大学大学院工学研究科 河原能久教授

京都大学防災研究所 川池健司准教授
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